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南牧村
②学校と地域

の課題
05 その他

令和６年度より小中学校が統
合し、義務教育学校となった
が、現在全校児童生徒数は２
２名、７年度は１８名の予定で
ある。今後も減少が見込まれ
るため、地域との連携協働事
業が重要であり、本村だからこ
そできる特色ある学びの確立
を目指している。

NANMOKU学に関わる全
体計画を作成したが、具
体的な取組内容がわか
るものはない。本村だか
らこそできる特色ある学
びが伝わる内容となるよ
うに修正していく。収穫祭
では、保護者と学校運営
協議会委員のみの参加
であった。

地域のヒト・モノ・コトを活かした本村だか
らこそできる「NANMOKU学」の９年間一
貫した体験重視の地域学習に取り組む。
また、地域住民が学校に集い、交流でき
る地域の活性化につながるサツマイモ栽
培を通した「収穫祭（地域学校協働活
動）」を実施する。

NANMOKU学に取り組み、ふる
さと南牧を愛する児童生徒を育
成する。また地域の活性化につ
ながる「収穫祭」の実現により、
地域とともにある学校・学校とと
もにある地域づくりを目指す。

収穫祭に様々な年
代、立場の地域住民
が参加し、児童生徒
との交流を楽しむ。
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指標とした参加人数で見れば昨年度から変わらずであった
が、これがそのまま反省というわけではない。学校とも相談
しながら進めた結果、昨年度よりも子供たちの思いが反映さ
れた収穫祭を目指すこととなった。その過程で運営協議会
への子供たちの参加が実現し、結果として委員や地域の方
の意識に、「子供たちのために何ができるか」から「子供たち
とともに何ができるか」という変化が生じた部分もあった。来
年度以降は、この意識を大切にしながら各主体のエージェ
ンシーがより発揮されることを目指したい。

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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